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病理病態学 

Pathophysiology 
 

単位数：２単位 
 

○並河  徹 教 授：病態病理学       丸山理留敬 教 授：器官病理学 

吉山 裕規 教 授：微生物学        原田  守 教 授：免疫学 

磯村  実 教 授：人間科学部（医学部兼務）飯笹  久 准教授：微生物学        

荒木亜寿香 講 師：器官病理学       小谷 仁司 講 師：免疫学 

大原 浩貴 学内講師：病態病理学 

 

１．科目の教育方針 

疾病を代表的なカテゴリーに分け、それぞれについて分子・細胞レベルから組織・器官・

個体レベルまで階層的かつ統合的に理解できるように教授する。 

 

２．教育目標 

 一般目標 general instructional objectives 

１）疾病発症に関する遺伝的メカニズムについて学ぶ 

２）病気における形態学的変化の基礎とその診断法について学ぶ 

３）感染症の発症要因として、病原微生物と宿主抵抗性について学ぶ 

４）疾病防御機構としての免疫とその機能異常について学ぶ 

 

 行動目標 specific behavioral objectives 

１）遺伝子異常と疾病との関係について説明できる 

２）主要な疾患における組織形態学的変化を記述できる 

３）感染症の発症を、微生物の病原性と宿主の抵抗性の観点から説明できる 

４）癌治療戦略における免疫機構の役割について説明できる 

 

３．教育の方法、進め方 

オムニバス形式を基本とする。 

 

４．成績評価の方法 

レポート提出による。 

 

５．使用テキスト・参考文献 

・がんの細胞生物学 RG McKinnell他 安部達生他訳 医学書院 

・最新論文（担当者が準備） 

・新生理科学体系 第 16巻 循環の生理学 医学書院 

・がん生物学イラストレイテッド 渋谷正史•湯浅保仁編 羊土社 
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６．教育内容 

１）ヒトの疾患のメカニズムを理解するために、代謝障害、循環障害、炎症、腫瘍など、

人体の動的平衡状態の病的変化が、ヒトの組織、器官レベルでどのような形態変化と

して表れるのかを学ばせる。 

２）疾患の原因となる遺伝子や染色体の異常の機構を学び、疾患の遺伝について概観す

る。 

３）特定の感染症が、特徴的な病理形態変化を伴うこと、遺伝子や染色体異常を伴うこ

と、についても学ぶ。 

４）がんに対する免疫応答の種類と免疫療法の背景となる理論を学ぶ。また、治療によ

り誘導されるがん細胞死の種類を理解し、治療後に二次的に誘導される免疫応答を学

ぶ。 

回 授業内容 担 当 

１ 病理学総論１ 並河  徹 

２ 病理学総論２ 並河  徹 

３ 循環器疾患の病因 大原 浩貴 

４ 病理診断学の基礎 丸山理留敬 

５ 病理診断学の実際１ 丸山理留敬 

６ 病理診断学の実際２ 荒木亜寿香 

７ 微生物学総論 吉山 裕規 

８   微生物学各論 吉山 裕規 

９   微生物学最近のトピックス 飯笹 久 

１０   免疫学総論 原田  守 

１１   免疫学各論 原田  守 

１２   免疫学最近のトピックス 小谷 仁司 

１３   疾病と遺伝子 磯村  実 

１４   疾病と環境 磯村  実 

１５   疾病発症における遺伝子環境連関 磯村  実 

 


